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日当たりのよい草原や疎林内に生える草丈10cmほどの多年草。大陸系遺存植

物で，本県では主として火山性高原に分布し，しばしば群生することがある。

根生葉は心形，地上茎があって茎の上方に２～３個の葉がつく。花期は早春の

３～４月，黄色の花が咲く。野焼きが停止され，植生が変って生育が衰えたり，

人工牧野などに改変されて消滅する生育地が多くなっている。

（写真：荒金正憲　文：阿孫久見）

キスミレ
Viora orientalis

スミレ科

カテゴリー

大分県　II
環境庁　II

県内分布 玖珠丘陵地・山地，九重火山群，別府湾沿岸域，由布･鶴見火山群，大野川上流域

分 布 域 本州（静岡，山梨，広島），九州（熊本・大分・宮崎・鹿児島）

朝鮮半島，中国（東北部），ウスリー

国立公園指定植物　［阿蘇くじゅう］
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